
2 1

い き い き 百 歳 体 操

9 : 0 5 - 1 0 :0 0

公 園 ス トレ ッチ

10 : 00 ̶ 1 0 : 3 0
踊 りを 楽 し む 集 い

10 : 00 - 1 1 : 3 0

2 2 燃 柄 ・ご あ 2 3
全 ¦ リサ イ ク ル デ ー

8 :0 0 ま で

1 7 1 8 ペ ッ トボ トル

全 I リサ イ ク ル デ ー

8 : 30 ま で

1 9 燃 伊 す ご み

一 い き い ぎ 百 歳 体 操

コ 9 :0 5 - 10 :0 0

ま ノ ル デ ィック 散 策

「 カ 1 0 :0 0～ 1 1 :配

ふ れ あ い .麻 雀

コ 1 3 : 3 0- 16 : 30

2 0

春 分 の 日

人 と 自 然 の ハ ー モ ニ ー タ ウ ン

普報譬 あ か し あ
N o .3 0 1

3 月 号

3  月  ( 予 定 は 変 更 に な る こ と が あ り ま す 。 ホ ー ム ペ ー ジ か ら お 知 ら せ し ま す )

日 月 火 水 木 金 土
1 燃 最 豆 ご 井

姓 甚 桂 退:日 屋 •台 小 洋 橙

8 燃 や す ご み

コ

1 5 嫌 也 す ご み

開 麒 S所

自 ま

ま

ま
お 別 れ 会

自 ま ま

但
南 か し苗 迷 人 会

ま

ま

『気 功 朝 の コ どい 」 ( 見 学 白 由 )

日 時 : 毎 過 火 か ら土 躍 、7 :0 0 - 7 :45

場 函 : は じか み 池 公 團 ( 汽 車 側 ) _ ,

6

清 掃 活 動

□ 19 :0 0 -

｛放 課 後 子 i も触 主 j 先

1 0

ー お し 灼 べ りカ フェ

コ 1 3 : 3 0 - 14 : 3 0
ー ス  

い き い き 百 歳 体 操

以 : 0 5 ～ 1 0 :0 0

公 園 ス トレッチ

10 : 00 - 1 0 : 3 0

子 育 て サ ロ ン -

10 : 1 5 - 1 1 :4 5

班 長 説 明 会

ウ ツデ イタ ウ ン

市 民 セ ン タ ー

1 0 :0 0 ～
全 街 路 樹 適 正 化

ー 工 事 説 明 会

14 : 0 0 ～

1 1 空 き 瓶 • ス プ レー 的 ［1 2 _爵 や す ご み

い き 展 百 歳 体 操

［̂ 9 :0 5 - 10 :0 0

公 園 ス トレ ッチ

1 0 :0 0 - 10 :3 0
パ ソコ ン ・ス マ ホ カフェ

9 : 30 - 1 1 :3 0
カ ー ドゲ ー ム

1 4 無 や さ な い ご 劣

一 い き い き 百 歳 体 操

9 : 0 5 - 1 0 :0 0
Enj o y ス トレ ッヂ

10 : 00 - 1 1 : 3 0

コ ミカ フェラ ン チ

11 : 30 - 1 3 : 0 0

\ 5 燃 憎 す ご み

い き い き 百 歳 体 損

［ コ 9 :0 5 - 10 :0 0

公 園 ス トレ ッチ

\J F  1 0 :0 0 ^ 10 :3 0
ふ れ あ し亜 雀

I コ 1 3 : 3 0- 16 :3 0

エ カ フ ェラ ン チ

3  11 1 : 3 0 - 1 3 :0 0

1 3

I ふ れ あ い 麻 雀

コ 1 3 :3 0 - 16 :3 0

地 域 全 体 E 域 動 鼻 ■・即 芯 我 ・勤 広 近 君 迎 会 コ五 ーf 'm
自 治 会 行 手 枕 し布 サポ ー 卜 力 が 用 松 混

訪 ¢S行 中 体 育 或 会 は は ロ J み 池 な π

血がしたクラブ 広 場 也 也 i州 % 台 公 固

r i

9

子 あ か しあ つ子

10 :0 0 - 1 1 :3 0

1 6

さ くら ん ほ

10 :0 0 - 1 1 :3 0

2 4 2 5

全 リサ イクルデ ー

8 : 30 ま で

3 1

2 6 燃 や す ご 市

ま い き し きゝ 百 歳 体 操

!_□ ' 9 :0 5 - 10 :0 0
公 園 ス トレ ッチ

力 1 0 :0 0 ～ 1E :3 O

2 7

ま

0 8 燃 や さ な い ご あ

ふ れ あ い 麻 雀 巨 ( い き い ぎ 百 歳 体 操

1 3 :3 0 - 16 ;3 0 □ π 9 : 0 5 - 1 0 :0 0
巨 ］公 園 ス トレ ッ手

丑 10 : 00 - 1 0 : 3 0

f  健 康 ラ た ご え カ フ ェ

□ 10 ; 00 - 1 1 ; 3 0

I ¦ 俳 句 を 楽 し む 会

\ J \ 10 : 00 - 1 1 : 3 0

お 花 見 会

「肪  ! 1 1 : 30 ̶ 1 3 : 3 0

2 9 燃 や す ご み 3 0

胃 お し ゃ べ り カ フ ェ 3 月 1 0 日 ( 日 ) 1 3 :3 0 - 14 :3 0

Nあ か しあ 迷 入 会 』

あ か し あ 台 に お 住 ま い の 皆 さ ん (［特 技 を 披 露 し て

い た だ き ま す 。 ブ ロ グ ラ ム は 盛 り だ く さ ん !

楽 し い ひ と と き を 一 緒 ¦こ過 ご し•ま し ょ う 。

【場  所 】 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス  1 階 集 会 室

【参 加 費 】 自 治 会 員 様 は 2 0 0 円 未 加 入 会 員 様 は 3 0 0 円

※ お 飲 み 物 • お 菓 子 何 き 申 込 不 要

子 育 て サ ロ ン 3 月 7 日 ( 木 ) 1 0 : 1 5 - 1 1 :4 5

『お 別 れ 会 』

【場  所 】 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス  L 階 集 会 室

【持 ち 物 】 お 茶 な ど 、 お 子 さ ん に•必 要 な 物 申 込 不 要

【参 加 費 】 無 料

※ 当 日 の お 子 さ ん の 検 温 を お 願 い し ま す 。

全 街 路 樹 適 正 化 工 事 説 明 会 ( 2 丁 目 リ ン グ 道 路 外 棚 歩 道 )

3 月 3 日 ( 日 ) 14 :0 0 ～

【場  所 】 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ハ ウ ス  1 階 集 会 室

【主 催 】 三 田 市 道 路 河 川 課

【参 加 】 ど な た で も 参 加 で き ま す

全 リ サ イ ク ノレデ ー ( 時 間 厳 守 で お 願 い し ま す )

3 月 1 7 日 ( 日 ) 8 :3 0 ま で 雨 天 実 施 • 碧 報 中 止

2 ■ 3 - 4  丁 目 戸 建 • ロ イ ヤ ル ヒ ル ズ 三 田 • 1 丁 目 社 宅

3 月 2 3 日 ( 土 ) 8 ；0 0 ま で

あ か し 苗 台 第 1 • 2 ハ イ ツ ・ガ ー デ ン コ ー ト神 戸 三 田

3 月 2 4 日 ( 日 ) 8 :3 0 ま で

1 - 5 丁 目 , さ く ら 坂 戸 建

間 2 0 24 年 度 新 班 長 説 明 会 3 月 3 日 ( 日 ) 10 :0 0 -

2 0 2 4 年 度 新 班 長 説 明 会 を 開 催 い た し ま す 。

次 期 班 長 の 皆 さ ん は 、 ご 参 加 お 願 い し ま す 。

な お 、 詳 し い ご 案 内 、 専 門 部 決 定 に つ き ま し て は 、

回 覧 版 3 月 号 の 発 送 に て ご 案 内 致 し ま す 。

【場 所 】 ウ ッ デ ィ タ ウ ン 市 民 セ ン タ ー 大 集 会 室

あ か し あ ク ラ ブ の お 花 見 会 3 月 2 8 日 ( 木 ) 1 1 :3 Q̃ 1 3 :3 Q

【場 所 】 あ か し あ 台 公 園 (4 丁 目 ) 時 計 塔 下

【会 費 】 5 0 0 円 ( あ か し あ ク ラ ブ 会 員 )

【申 込 】 5月 お 知 ら せ で 配 布 す る 申 込 書 で

あ か し あ ク つ ブ ボ ス ト迄 ( 新 規 入 会 歓 迎 )

ま
E1

ま
E1

ま
E1



2 0 24 年 1月  2 5 日 ( 木 ) 1 0 : 1 5 ～ 1 1 : 4 5

コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス  1 階  集 会 室

あ か し あ 台 小 字 校 区 ふ れ 而 い 活 動 推 進 協 議 会

小 雪 散 ら つ く 今 年 一 番 の 冷 え 込 み の 中 で 2 組 4 名 の 親 子 さ ん が 参 加 さ れ ま し た 。

今 回 は 初 釜 加 の 方 は お ら れ ま せ ん で し た 。

今 朝 は 近 隣 の 勿 !稚 園 で ブ レ 幼 稚 園 と 言 う 、. 春 に 入 園 さ れ る 子 供 さ ん へ の 幼 稚 園 の

体 験 教 室 が 開 催 さ れ た の と 、 前 夜 か ら の 天 気 予 報 で 今 年 一 番 の 寒 波 で 、 雪 も 積 も

り そ う と 予 報 さ れ て い た 事 が 集 ま り を 悪 く し た と 思 わ れ ま す 。

ス タ ッ フ も 手 持 ち 無 沙 汰 に し て い た 中 、 や や 遅 れ て こ ら れ た 親 子 さ ん も い つ も と

勝 手 が 違 い 緊 張 さ れ て い ま し た が 、 子 供 達 は 直 ぐ に 各 自 お 気 に 入 り の 滑 り 台 や 車

の お も ち ゃ 等 の 遊 具 (こ夢 中 に な り 、 お も ち わ は 独 占 状 態 で 多 く の ス タ ッ フ と 一 緒

に 楽 し く 遊 ば れ ま し た 。

あ っ と 言 う 間 に 楽 し い 時 間 が 過 ぎ 、 最 後 に 節 分 企 画 と し て 節 分 用 季 節 の 折 り 紙

が プ レ ゼ ン ト さ れ ま し た 。 子 育 て サ ロ ン は 未 就 園 児 が ま わ り と の ス タ ン ス の 取 り

方 を 学 び 、 親 子 と も に 新 し い つ な が り を 作 る 機 会 と な り ま す 。

参 加 料 は 無 料 で す 。 お 気 軽 ¦こ参 加 し て 下 さ い 。 次 回 は 今 年 度 最 後 と な り

3 月 ア日 ( 木 ) 10  : 15 - 1 1 : 4 5 に お 別 れ 会 を 開 催 予 定 で す .

2 0 2 4 年 1月 の 臨 時 総 会 は 書 面 及 び 巳一投 票 で 行 わ れ 、 議 決 さ れ ま し た 。

議 案 : 規 約 第 1 7 条 : 役 員 及 び 専 門 部 長 の 任 期 の 変 更 の 件

2 0 2 4 年 1月 1 7 日 時 点 で の 会 員 数 1,9 8 9 人 、 今 回 の 投 票 総 数 1 , 1 2 6 は

規 約 第 8 条 3 の 総 会 成 立 の 要 件 で あ る 会 員 の 過 半 数 を 満 た し て お り 、

総 会 は 成 立 。 右 の と お り 賛 成 多 数 で 可 決 さ れ ま し た 。

分 類 賛 成 反 対 合 計

紙 面 提 出 合 計 5 1 4 8 5 2 2

e 投 票 合 計 5 9 9 5 6 0 4

総 合 計 1 , 1 1 3 1 3 1 . 1 2 6

あ か し あ ク ラ ブ で は 、 1 月 1 7 日 に 4 年 ぶ り に 6 0 名 の 会 員 が ホ ア ル 神 戸 フ ル ー

ッ  フ ラ ワ ー  の 蘭 の  間  に  集 い  新 年 会 を  開 催  し ま し た . 送 迎 は 最 寄 り バ ス 停 か ら ホ

テ 」レバ ス で 15 分 , 会 式 の 冒 頭 で 、 能 登 半 島 大 地 震 • 羽 田 の 航 空 機 事 故 • 阪 神 淡

路 大 震 災 の 犠 牲 者 、 コ ロ ナ 禍 の 中 、 お 見 送 り も ま ま な ら な か っ た 故 人 会 員 へ の

黙 と う の 後 、 長 寿 表 彰 、 会 食 、 寿 会 様 9 名 に よ る 三 味 ・線 と 歌 の 披 露 、 そ し て 、

何 よ り 近 隣 の 方 々 と の お し ゃ べ り を 楽 し み ま し た 。

あ か し あ ク ラ ブ で は 、 1 月 2 7 日 ( 土 ) 2 8 日 ( 日 ) (こあ か し あ 台 コ ミ ュ ニ テ ィ

ハ ウ ス 集 会 室 で 恒 例 の 「新 春 作 品 展 」 も 開 催 す る こ と が で き ま し た 。 水 彩 画 ・

奪 ベ ン 画 • 切 り 絵 • 絵 手 紙 • 巻 絵 手 紙 • •陶 芸 ・刺 繍 ・手 芸 • 折 り 紙 • 俳 句 な ど

の 力 作 が 出 品 さ れ 多 く の あ か し あ 台 の 方 々 に 鑑 賞 し て い た だ く こ と が で き ま し

た 。 ホ ー ル で は 、 コ ー ヒ ー と お 菓 子 の サ ー ピ ス も あ り 、 作 品 を 話 題 (こ し な が ら

の 団 樂 の 場 も 広 が り 、 温 か い 思 い で お か え り い た だ く こ と が で き ま し た 。

あ か し あ ク ラ ブ は 平 成 4 年 に 設 立 さ れ 、 今 年 で 3 2周 年 を 迎 え ま し た . ・ 5 5 E

時
所

催
日

場
主



日 時 : 2 0 2 4 年 2 月 4 日 ( 日 ) 1 3 : 3 0 - 4 5 :0 0

場 所 : コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス  1 階  集 会 室

主 催 ：あ か し あ!台 自 治 会  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 部

お 揃 い の カ ラ フ ル な 法 被 を お 召 し (こな っ た 演 者 の 皆 さ ん の 軽 快 な 三 味 線 の 音 色 に 合 わ せ て 、 総 勢 4 3 名 で ご 一 緒 に 楽

し く 歌 い ま し た 。

プ ロ グ ラ ム を 見 た と き は 、 民 謡 、 詩 吟 に は 多 分 合 う よ ね 、 し か し 童 謡 、 歌 謡 曲 の 記 載 に は ま さ か と 思 っ て い ま し た

が 、 始 ま っ て み る と こ れ カ 三ヾ 味 線 の し ら べ に 上 手 く 調 和 し て お り 心 地 良 く 歌 え る こ と に 感 動 し ま し た °

『故 郷 』 に 始 ま り 『故 郷 』 に 終 わ る か と 思 い き や 、 観 客 の 方 か ら 『炭 坑 節 』 の リ ク エ ス トが 迎 り 最 後 は 踊 り も 飛 び

出 す 盛 り 上 が り と な り ま し た 。 普 段 か ら 和 気 あ い あ い と 活 動 さ れ て い る ご と が 、 そ の ま ま 今 回 の 催 し に 現 れ て い る よ

う に 感 じ ま し た .

寿 会 は 三 田 市 在 住 の 方 々 を 中 心 ｛こ1 3 名 で 活 動 し 、 創 立 1 4 年 (こな る と の こ と で す 。

命 名 の 元 と な る 『楽 し く 朗 ら か に 大 き な 声 で 』 を モ ッ トー と す る 木 村 奎 子 先 生 の ご 指 導 で 、 毎 週 土 曜 日 1 3 時 3 0 分 か

ら フ ラ ワ ー タ ウ ン 市 民 セ ン タ ー で 練 習 を さ れ て い る よ う で す の で 、 三 味 線 (こご 興 味 の あ る 方 や 大 声 で 歌 っ て ス ト レ ス

を 発 散 し た い 方 々 は 一 度 の ぞ い て み て は ど う で し ょ う か 。

さ て 次 回 の お し ゃ べ り カ フ ェ は 、 3 月 1 0 日 ( 日 ) 1 3 時 3 0 分 か ら 恒 例 の 『あ か し あ 迷 人 会 』 が 開 催 さ れ ま す 。

あ か し あ 台 在 住 の 一 芸 を 持 っ た 方 々 の ご 参 加 を 募 集 中 で す .

日 時 ：2 0 24 年 1 月 1 8 日 (木 ) 1 4 : 0 0 ～ 1 5 :3 0

場 所 ：コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス  1 階  集 会 室

主 催 : あ か し あ 台 校 区 ふ れ あ い 活 動 推 進 協 議 会

2  0 2 4 年 最 初 の 『あ か し あ サ ロ ン 』 の 活 動 で す 。 今 回 は 、 ご 指 導 い た だ く 野

村 先 生 を お 迎 え し 、 た く さ ん の 歌 と 笑 い で 時 間 が 過 ぎ る の も 忘 れ る 活 動 と な り ま

し た . ス タ ッ フ の 方 々 を 含 め 3 0 名 を 超 え る 皆 さ ん で 始 ま り ま す ,

手 足 を 軽 く ほ ぐ し た 後 £ 1 0 名 の 皆 さ ん が 出 演 さ れ 、 な つ か し い 『銀 色 の 道 』 の

混 声 コ ー ラ ス か ら 、 不 思 議 に ミ ッ ク ス さ れ た 『狙 い う ち + げ ん こ つ 山 の 狸 さ ん 』 ゝ

女 声 コ ー ラ ス 『恋 の バ カ ン ス 』 、 『ふ る さ と 』 を 一 気 に 歌 わ れ た 後 、 む ず か し い

ハ ン ドベ ル 合 奏 『よ ろ こ び の 歌 』 へ と 続 き ま す 。 ハ ン ドべ J レ合 奏 で は 、 最 初 、 出

演 の 皆 さ ん の 息 が な か な か 合 い ま せ ん で し た が 、 急 遽 、 野 村 先 生 の 指 揮 を い た だ

い て 立 派 な 演 奏 と な り ま し た ,

コ ー ヒ ー ・紅 茶 と ケ ー キ の ブ レ ー ク タ イ ム を は さ ん で 、 参 加 さ れ た 皆 さ ん か ら

の リ ク エ ス ト曲 ( 『蘇 州 夜 曲 』 、 『夜 来 香 』 、 『草 原 情 歌 』 、 『瀬 戸 の 花 嫁 』 、

『花 』 、 『ま ほ 逢 ラ 日 ま で 』 ) を み ん な で 歌 っ た 後 に は 、 歌 手 に 扮 し た 出 演 者 の

皆 さ ん の 登 場 で す 。 か わ い い 衣 装 で ア グ ネ ス ・チ ャ ン の 『ひ な げ し の 花 』 を 、 石

原 裕 次 郎 と 浅 丘 J レリ 子 の 映 画 主 題 歌 『銀 座 の 恋 の 物 語 』 を し っ と り と デ ュ エ ッ ト

で 歌 わ れ 、 最 後 に は 沢 田 研 二 の 名 曲 『勝 手 に し ゃ が れ 』 を 見 事 に 決 め ら れ て 、 そ

の 熱 唱 と パ フ ォ ー マ ン ス に 大 き な 拍 手 と 笑 い が 起 こ り 、 盛 り 上 が っ た 楽 し い 時 間

が 流 れ ま し た 。

参 加 さ れ た 皆 さ ん と 一 体 と な っ た 楽 し い 時 間 は 、 あ っ と い う 間 に 過 ぎ 、 最 後 は

軽 く ス ト レ ッ チ を し な が ら 『高 校 三 年 生 』 を 、 そ し て 『今 日 の 日 は さ よ う な ら 』

を み ん 柱 ビ歌 つ < 名 残 惜 し し、閉 毒喜 C す ら
新 年 最 初 の 『あ か し あ サ ロ ン 』 の 活 動 も 、 野 村 先 生 、 ス タ ッ

フ の 皆 さ ん を は じ め 、 企 画 ・出 演 さ れ た 皆 さ ん 本 当 に お 疲 れ 様

で し た 。 心 痛 む 新 年 と な っ て い ま す が 、 楽 し く 時 間 を 過 ご す ご

と が で き あ り が と う ご ざ い ま し・た 。



日 時  2 0 2 4 年 1月  2 7 日 ! 2 : 0 0 - 1 5 :0 0

場 所 駒 ヶ 谷 運 動 公 園 体 育 館

主 催  ウ ッ デ ィ タ ウ ン 地 区 体 育 振 興 会

選 手 と 親 御 さ ん ス 歩 ッ フ の み な さ ん

こ の 大 会 は コ ロ ナ 禍 で 4 年 ぶ りの 開 催 と な り ま し た が 、 あ か し あ 台 か ら の 高 学 年 チ ー ム ( 5 ～ 6 年 生 ) は 参 加 児 童 ゼ ロ

の 為 参 加 で き ず 、 中 字 年 チ ー ム ( 3 ～ 4 年 生 ) は 3 年 生 の 女 子 4 名 で 、 す ず か け 台 と の 合 同 チ ー ム 「す ず あ か 」 と し て 釜

加 し ま し た 。 大 選 手 団 の け や き 台 は サ ッ カ ー と バ ス ケ ッ トの 于 ー ム が 参 加 、 日 頃 と は 違 う ボ ー ル で 迫 力 あ る 試 合 を 見 せ て

く れ ま し た , 試 合 は リ ー グ 戦 で 行 わ れ 「す ず あ か 」 は 3 チ ー ム 中 の 3位 、 低 学 年 チ ー ム ( 1 ～ 2年 生 と 父 兄 ) の ス ロ ー ^ ン

グ ピ ン ゴ は 6 チ ー ム 申 の 4 位 で し た 。 前 回 の 2 0 2 0 年 大 会 で は 、 あ か し あ 台 高 学 年 チ ー ム は 優 勝 、 中 字 年 チ ー ム は 3 位 で し

た の で 今 回 は ち よ つ と 残 念 で し た が’, 試 合 の 結 果 は ど う 為 れ 、 寒 い 冬 の 体 育 館 で 元 気 に 駆 け 回 る 子 供 た ち と 親 御 さ ん た ち

の 応 援 で 次 第 ¦こ温 か く な り 、 楽 し い ス ボ ー ツ イ ベ ン ト と 採 り ま し た 。 大 会 の 計 画 か ら 運 営 ¦こ携 わ れ た 関 係 ス タ ッ フ の 皆 さ

ん あ り が と う ご ざ い ま し た ・〇 参 加 さ れ た 児 童 と 親 御 さ ん お 疲 れ さ ま で し た 。 前 か し あ 台 チ ー ム 、 来 年 は 多 く の 児 童 が 参 加

日 時  2 0 2 4 年 2 月 1 4 日 ( 水 ) 8 : 3 0 ～ 9 :3 0

場 所 あ か し あ 台 小 学 校 体 育 館

2 月 14 日 、 あ か し あ 台 小 学 校 に お い て 、 学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 へ 、 日 頃 の 感 謝 の 気 持 ち を

伝 え よ う と 、 全 校 生 に よ る 「感 謝 の つ ど い 」 が 開 催 さ れ ま し た 。 2 5 名 の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 が 出

席 し 、 感 謝 の 言 葉 が 書 か れ た 手 作 り タ ス キ を 頂 く と 、 支 援 グ ノレー プ 名 が 書 か れ た ブ ラ カ ー ドを 持 つ

児 童 が 、 会 場 ま で 先 導 し て くれ ま し た , 全 校 生 に 拍 手 で 迎 え ら れ 、 司 会 か ら 進 行 ま で を す べ て 児 童

が 行 う 『感 謝 の つ ど い 』 が 始 ま り ま し た 。 最 初 に 1年 生 か ら 、 肩 た た き と 肩 も み の プ レ ゼ ン トが あ

り ま し た 。 続 い て 宇 年 ご と に 、 感 謝 の 呼 び か け 、 歌 (こあ わ せ て の 手 話 、 替 え 歌 、 エ ブ ロ ン お 披 露 目

シ ョ ー が あ り 、 最 後 6 年 生 か ら は 美 し い 歌 声 を 届 け て く

れ ま し た 。 き れ い な ノI ー モ ニ ー で 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々

が 素 晴 ら し い と 感 動 さ れ て い ま し た 。 退 場 の 際 に は 、 風

船 や 紙 吹 雪 が 舞 う 中 、 色 と り ど り の 花 の ア ー チ で 送 っ て

くれ ま し た 日 全 校 生 か ら 感 謝 の 気 持 ち を た く さ ん 頂 き 、

ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 か ら は 、 「素 敵 な 会 で し た 」 「感 激

し ま し た 」 「励 み に が り ま す 」 と 喜 ば れ 、 学 校 支 援 ボ ラ

ン テ ィ ア の 活 動 を し て い て よ か っ た 、 と 思 え る 1 時 間 で

し た , あ か し あ 台 小 学 校 の み な さ ん 、 あ り が と う ご ざ い

し ?iし 〇

ス マ ホ よ り 右 記 の
Q R □ - ドを
読 み 取 り H P
を ご 活 用 <

だ さ い

自 治 会

H P

Q R コ ー ド

ま ち 協

H P

Q R □ - ド

自 治 会

回 覧 板

Q R コ ー ド
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